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1 Dp-2　　　　　アルカロイド飲料中のカフェイン含量(第１報)

　　　　　　　　賢明女短大゜小机ゑつ子　　兵庫女短大　山下英代

　　目的：自動販売機で販売されている緑茶、ウーロン茶、紅茶、コーヒー飲料中のカフェ
イン含量を測定するとともに、自動販売機の販売飲料調査および女子短大生の飲料の摂取

状況等について調査した。

　方法：①各種飲料中のカフェイン含量の測定はBiauchら゛によるHPLC法により行った。
②姫路市周辺の自動販売機の設置状況、販売飲料の種類等を調査した。③女子短大生

　(1591名)の飲料の嗜好ならびに摂取量等についてのアンケート調査を行った。

　結果：①各メーカーの缶入り緑茶lOOg中のカフェイン量は11.6～19.1mgの範囲内であっ
た。また、１缶当たりでは33.4(340ml中)～64.9mg (同量)となった。ウーロン茶では

lOOg中13.6 (1パック27.2mg)～25.8mg (1缶87.7Dig)であった。缶および紙パック入り
紅茶ではlOOe中10.6 (200mlの紙パックでは27.6mg)～27.lmg(340ml入り１缶では80.2mg)
の含有量であった。紙パックや缶入りコーヒー中のカフェイン量はlOOg中55.5～61.4nigと
最も多く、コーヒー飲料の容量は他の飲料と比較し七少ないが、全部飲んだ場合の摂取カ

フェイン量は缶入りで平均114mg(190inl)、紙パック(140～150mi)で88mgとなった。②姫路
市周辺のアルコールを除く飲料の自動販売機の数を半径1kmの範囲で調べたところ、一般
の住宅地域でも100～150台、商業地や道路の状況によってはこれ以上多く設置されてい

た。なお、販売飲料の内、最も多いのはコーヒーで全体の約30％、次いで、炭酸飲料、
ジュース類、紅茶の順となった。③女子短大生が自動販売機で購入する飲料の内、最も多

いのは紅茶であった。　^'Blauchら:J. Food Sci., 48, 745-750(1983).
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い範囲のpH(3～10)で生育可能で、特にグリセロールを炭素源として培養した場合には。

細胞外に複数の多糖類分解酵素を分泌する特異な菌類である。これらの酵素の生産量はグ
リセロールと多糖類とを共存して炭素源に用いることによって著しく変動する。今回は、

本菌におけるキシラン分解酵素の生産性について検討した。
　【方法】供試菌株の培養は、基本塩類培地に各炭素源を添加し、30℃にて3~了日間mm培

養した。キシラナーゼ活性はキシランを基質にして、30℃にてインキュベートし、生じた
還元糖を3, 6－ジニトロフタル酸法により定量して求めた。p-キシロシダーゼ活性はフェニ

ル-p -キシロシドを基質にし、反応生成物をフェノール試薬を用いて定量して求めた。

　【結果】本菌のキシラン分解酵素の分泌量は、市販のキシラン(シグマ)－グリセロール培

地において、これらの炭素源のいずれを単独に用いた場合よりも増加した。この場合、本

菌の培養ろ液中の各酵素活性は、キシラナ‘一ゼがβ－キシロシダーゼの50倍以上に達した。
本菌のキシラナーゼについてはすでに精製単離されているが、活性の低かった　p－キシロ

シダーゼについては、培養ろ液中の活性がアルコールに対して耐性が認めら、酵素化学上

興味ある性質を有すると考えられたので、さらに生産量について検討したところ、精製フ
スマ(水、アルコール洗浄)－グリセロ｡－ル培地でその生産量が著しく向上した(キシラン

を用いた場合の50-100倍)。製粉工程からでたままのフスマにはこの効果はなかった。
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